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第 194号 令和２年 5月
　

大お
お
く
わ
む
ら

桑
村
を
含
む
十
三
市
町
村
に
ま
た

が
る
中
央
ア
ル
プ
ス
は
、
令
和
二
年
三

月
二
十
七
日
に
中
央
ア
ル
プ
ス
国
定
公

園
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

初
、
全
国
で
五
十
七
番
目
、
県
内
で
は

四
番
目
と
な
る
国
定
公
園
の
誕
生
で

す
。

　

木き
そ
だ
に
曽
谷
と
伊い
な
だ
に
那
谷
に
裾
野
を
広
げ
個

性
的
な
ピ
ー
ク
を
連
ね
る
中
央
ア
ル
プ

ス
は
、
花か
こ
う
が
ん

崗
岩
質
の
白は
く
さ砂
と
ハ
イ
マ
ツ

や
高
山
植
物
に
彩
ら
れ
、
風
化
作
用
に

よ
る
独
特
の
岩が
ん
ぽ
う峰
な
ど
訪
れ
る
人
を
魅

了
し
ま
す
。

　

大
桑
村
か
ら
は
、
越こ
す
も
や
ま

百
山
、
南
み
な
み

駒こ
ま
が
た
け

ヶ
岳
、
空う
つ
ぎ
だ
け

木
岳
へ
向
か
う
三
つ
の
登

山
道
の
玄
関
口
と
な
る
伊い
な
が
わ
奈
川
ダ
ム
上

登
山
口
が
あ
り
ま
す
。

　

登
山
口
の
あ
る
伊い

な
が
わ

奈
川
渓け
い
こ
く谷
に
は
、

中
央
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
源
流
と
す
る

伊
奈
川
が
断
崖
を
縫
う
よ
う
に
流
れ
、

村
の
中
央
を
流
れ
る
木き

そ
が
わ
曽
川
に
注
が
れ

ま
す
。
近
年
で
は
紅
葉
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
密
か
に
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
奈
川
下
流
域
に
あ
る
橋は

し
ば場

地
区
に
は
、
江
戸
中
期
に
建
立
さ
れ
、

京き
ょ
う
と都
清き
よ
み
ず
で
ら

水
寺
に
似
た
懸け
ん
が
い崖
造
り
の
岩い
わ
で出

観か
ん
の
ん音
が
出
迎
え
ま
す
。
こ
の
観か
ん
の
ん
ど
う

音
堂
は

渓け
い

斎さ
い

英え
い

泉せ
ん

の
木
曽
六
十
九
次
「
伊い

な奈

川が
わ
ば
し橋
遠え
ん
け
い景
」
に
描
か
れ
て
お
り
、
春
に

は
桜
が
咲
き
誇
り
、
秋
に
は
大
木
の
カ

エ
デ
の
紅
葉
が
目
を
惹
き
ま
す
。

■
越
百
山

　
「
越
百
山
」
は
、
標
高
二
、六
一
四
㍍

の
日
本
三
百
名
山
に
も
選
定
さ
れ
、
木き

曽そ
こ
ま
が
た
け

駒
ヶ
岳
を
結
ぶ
縦
走
ル
ー
ト
と
し
て

設
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
道
中
は
大

桑
村
の
花
、
し
ゃ
く
な
げ
や
時
折
見
え

る
御お

ん
た
け
さ
ん

嶽
山
を
横
目
に
眺
め
な
が
ら
登
頂

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
定
公
園
化
に
よ
る
知
名
度
の
向
上

で
利
活
用
が
増
え
る
一
方
、
自
然
保
護

へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
村
で
は
昨
年
度
、
越
百
避
難
小
屋

近
く
に
環
境
に
配
慮
し
た
バ
イ
オ
ト
イ

レ
を
設
置
し
ま
し
た
。

岩出観音堂の紅葉
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伊
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川
ダ
ム
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車
場
を
利
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長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
大
字
須
原
字
八
丁

　�【
公
共
交
通
】
JR
中
央
本
線
須
原
駅
か
ら
タ

ク
シ
ー
で
三
十
分
（
一
五
㌔
㍍
）

　�【
自
動
車
】
中
央
道
伊
那
IC
か
ら
車
で

一
二
〇
分
（
六
五
㌔
㍍
）、
中
津
川
IC
か
ら

車
で
九
十
分
（
四
七
㌔
㍍
）

※�

伊
奈
川
ダ
ム
上
駐
車
場
ま
で
の
通
行
に
つ
い

て
は
、
大
桑
村
観
光
協
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

電
話
：
〇
二
六
四
｜

五
五
｜

四
五
六
六

しゃくなげの尾根

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
登
山
の
自
粛
が
要
請
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
要
請
が
解
除
さ
れ
た
後
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


